
鬼
神
と
ア
ウ
ラ

i

ノ
エ
ル
「
中
国
哲
学
一
一
一
論
』
に
お
け
る
中
国
の
霊
魂
観
・
祭
和
観
l

は
じ
め
に

古
代
中
日
制
に
お
い
て
は
、
戸
パ
九
記
』
「
礼
運
」
篇
な
ど
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
神
的
霊
的
存
在
者
の
実
在
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
に
対
す
る

祭
犯
の
必
要
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
天
に
存
す
る
と
考
え
ら
れ
た
主

宰
的
存
在
者
に
対
す
る
祭
柁
は
天
子
に
、
地
方
の
名
山
大
川
に
対
す

る
祭
犯
は
諸
侯
に
、
線
零
一
に
対
す
る
祭
認
は
万
人
、
と
く
に
家
長
に

必
要
と
さ
れ
た
。
ま
た
祭
ら
れ
る
対
象
と
、
祭
る
、
ま
体
の
間
に
は
不

可
分
・
必
然
的
関
係
が
あ
る
と
見
な
さ
れ
た
。

霊
的
存
在
者
と
し
て
の
鬼
神
に
つ
い
て
は
司
礼
記
』
「
中
臨
時
」
篇

に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。

た

そ

こ

れ

子
日
く
、
鬼
神
の
徳
為
る
、
英
れ
盛
ん
な
る
か
な
。
之
を
視
れ

ど
も
見
え
ず
、
之
を
聴
け
ど
も
簡
こ
え
ず
、
物
を
体
し
て
遺
す

お
お

可
か
ら
ず
9
:
:
:
夫
れ
微
の
顕
な
る
、
誠
の
捧
う
可
か
ら
梢
さ
る

こ
と
、
此
の
如
し
。

井

議
我

次

i
 
i
 

g
B
E
F
Z
 

『
礼
記
』
本
文
に
つ
い
て
は
注
釈
無
し
に
は
、
そ
の
内
容
を
理
解

す
る
こ
と
は
関
難
で
あ
る
。
文
字
額
だ
け
晃
る
な
ら
ば
「
中
庸
」
原

文
自
体
は
鬼
神
と
い
う
霊
的
存
在
者
を
、
盛
ん
な
働
き
を
も
ち
、
趨

感
覚
的
で
万
物
の
支
え
手
と
な
り
祭
る
者
の
局
簡
を
洋
動
す
る
実

症
と
解
せ
ら
れ
る
。
本
稿
で
問
題
と
な
る
宋
・
元
・
明
・
清
期
に
か

け
て
の
知
識
人
に
共
有
の
鬼
神
観
は
、
も
ち
ろ
ん
朱
子
学
、
な
い
し

て
い
い
が
つ
よ
う
さ
い

宋
学
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
朱
子
は
先
人
程
顕
や
張
載
の
説
を
引
き

「
鬼
神
」
を
合
理
化
し
て
注
解
し
て
い
た
。

い
せ
ん

程
子
(
程
頼
、
号
伊
川
〕
日
く
、
「
鬼
神
」
は
到
掛
州
場
剤

お
う
き
ょ

に
し
て
説
的
側
綾
な
り
、
と
。
張
子
〔
張
載
、
号
横
渠
〕
日
く
、

Iza--iip以
わ
ゆ
h
p

鬼
神
な
る
者
は
(
絵
組
問
〕
一
一
気
の
良
能
な
り
、
と
。

わ

た

く

し

お

る

も

っ

す

な

わ

iiB

患
(
朱
子
〕
、
讃
え
ら
く
、
二
気
を
以
て
言
え
ば
、
別
ち
鬼

な
る
者
は
閣
の
語
な
り
。
神
な
る
者
は
磁
の
語
な
れ
ツ
。
一
気
を

い

た

い

γ
i
l
i
-
-

以
て
言
え
ば
、
別
問
ち
歪
り
て
伸
〔
し
ん
、
引
間
引
〕
ぶ
る
者
は

に
れ
1
1
1
1
1
!

た

か

え

い

は

i

i

l

k

b

e

i

-

-

神

芸

ぎ

為

り
3

反
り
て
帰
〔
d
d側
、
慌
に
じ
る
者
は
鬼
間
三
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り
。
そ
の
実
は
一
物
な
る
の
み
。
「
徳
為
る
」
と
は
楢
お
性

情
・
功
効
と
一
一
一
一
口
、
つ
が
ご
と
し
。
(
朱
子
『
中
時
期
章
句
』
第
十
六
輩
、

傍
線
筆
者
、
以
下
向
)

す
な
わ
ち
朱
子
は
、
鬼
神
を
「
天
地
」
す
な
わ
ち
宇
宙
の
運
動
変

化
、
な
い
し
世
界
生
成
の
痕
跡
と
見
る
程
額
の
説
や
、
鬼
神
を
陰
陽

と
い
う
気
の
二
側
面
の
機
能
と
と
ら
え
る
張
載
の
説
を
展
開
さ
せ
、

陰
陽
二
気
の
精
妙
な
働
き
、
一
気
の
賜
伸
〔
運
動
〕
と
し
て
と
ら
え

'
-
ん
ぱ
く

て
い
る
の
さ
ら
に
朱
子
は
吉
典
を
ふ
ま
え
て
「
魂
線
」
を
説
明
す
る

の
に
、
陽
に
蔵
し
て
精
神
作
用
を
つ
か
さ
ど
り
、
死
後
、
上
昇
す
る

傾
向
の
あ
る
「
域
」
と
、
陰
に
属
し
て
生
体
機
能
を
つ
か
さ
ど
り
、

死
後
、
下
降
す
る
傾
向
の
あ
る
「
腕
」
の
働
き
に
つ
い
て
も
説
い
て

い
た
り
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
作
用
や
、
被
祭
記
者
と
祭
記
者
と
の
間
に

す

じ

め

は
「
突
然
」
の
「
躍
〔
秩
市
・
綬
拠
・
条
理
・
道
理
:
:
:
ど
が
存

在
す
る
と
説
い
て
い
た
の
そ
れ
ゆ
え
い
わ
ゆ
る
霊
的
存
在
者
も
、

理
・
気
を
通
じ
た
宇
宙
の
生
成
運
動
の
一
環
の
う
ち
に
把
え
ら
れ
、

一
見
す
る
と
非
常
に
自
然
学
的
な
合
理
化
に
見
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
護
的
存
表
者
に
対
す
る
合
理
化
は
、
中
間
作
教
に
訪
れ

た
キ
リ
ス
ト
教
室
教
仰
に
と
っ
て
は
き
わ
め
て
承
伏
で
き
な
い
も
の

で
あ
っ
た
。
本
橋
で
は
「
mm
混
同
」
の
初
め
て
の
ラ
テ
ン
語
全
訳
を
完

成
さ
せ
、
こ
れ
を
通
じ
て
ヨ

i
ロ
ッ
パ
啓
蒙
運
動
や
、
シ
ノ
ロ
ジ
ー

に
側
耐
か
ら
甚
大
な
影
響
を
与
え
た
イ
ヱ
ズ
ス
会
賞
教
師
、

ブ
ザ
フ
ン

、ノ
ワ

ノ
エ

Jル

鼠ご
哲

i
↓
七
二
九
)
に
よ
る
中
邸
側
哲
学
に
悶
尚

一
論
』
〔
明
，
S
H
H
n
C
3
2
c
叫
匹
、
主
N
h
v
s
k
v
吉
.Q

h
3号
お
守
在
三
円
、
発
言
円
吐
き
h
w
T
Sぬ一m

戸コ
H

H

・
〕
か
ら
う
か
が
え
る
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
中
関
の
霊
一
線
と
祭
記
観
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

す
る

ノ
エ
ル
に
先
行
す
る
ヨ
!
ロ
ッ
パ
人
の
鬼
神
設
評
櫨

中
間
同
を
訪
れ
た
宣
教
鵠
の
中
で
は
、
中
国
哲
学
の
う
ち
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
神
的
霊
的
概
念
が
実
容
す
る
と
見
る
も
の
と
、
そ
れ
を
一
小
同
定

す
る
も
の
と
の
二
つ
の
立
場
が
あ
っ
た
。
前
者
、
が
有
名
な
イ
エ
ズ
ス

会
士
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
(
一
五
一
喜
一

i
一
六
一
ニ
や
、
プ
ロ
ス
ペ

ロ
・
イ
ン
ト
ル
チ
エ
ツ
夕
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
グ
プ
レ
た
ち
を
代
表
と

す
る
中
国
哲
学
を
め
ぐ
る
有
神
論
説
↓
Z
Z
5
で
あ
り
、
後
者
が

イ
エ
ズ
ス
会
士
ニ
コ
ロ
・
臼
ン
ゴ
パ
ル
デ
ィ
(
一
五
五
九
!
一
六
五

四
)
や
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
賞
教
師
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
(
工
ハ

O
了
i

一
六
六
九
)
な
ど
、
ク
ラ
イ
ム
ア
リ
オ
ン
と
し
て
の
宋
明
理
学
の
注
釈

を
麗
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
純
粋
性
を
、
主
張
し
中
間
哲
学
の
異
教
性
を

{2v 

弾
劾
す
る
無
神
論
説
〉
江
戸

mLZH
で
あ
る
。
中
間
哲
学
有
神
論
説
は
、

中
間
折
口
学
の
鬼
神
に
関
し
て
は
、
朱
子
を
代
表
と
す
る
合
理
的
解
釈

を
無
視
し
、
在
典
本
文
か
ら
読
み
取
れ
る
そ
の
能
動
性
・
人
格
性
を

前
頭
に
押
し
出
し
、
「
護
」
の
実
在
を
信
ず
る
キ
リ
ス
ト

の
で
あ
っ
た
。
地
方
、
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神
論
説
は
宋
明
理
学
の
注
釈
に
依
拠
す
る
眠
り
、
中
間
管
学
に
は
キ

リ
ス
ト
教
的
な
神
的
霊
的
概
念
に
対
応
す
る
も
の
は
見
い
だ
せ
ず
、

中
間
人
に
対
し
て
は
キ
リ
ス
ト
教
義
を
一
か
ら
注
入
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
た
。
こ
う
し
た
解
釈
は
中
間
布
教
ト

A

の
政
治
的
ス
タ
ン
ス
と

も
関
わ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
大
き
な
論
議
を
捲
き
起
こ
し
「
典
礼

論
争
」
へ
展
開
し
、
中
留
哲
学
を
好
意
的
に
兇
た
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
の

(
乃
)

モ
ナ
ド
論
的
鬼
神
論
表
明
へ
も
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
。

フ
ラ
ン
ソ
ワ

R

ノ
エ
ル
と
『
中
国
哲
学
三
論
』

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ノ
エ
ル
は
、
先
人
リ
ッ
チ
、
ク
プ
レ
等
間
様
、
中

国
哲
学
有
神
論
説
派
の
流
れ
に
属
し
、
先
に
見
た
通
り
中
国
古
一
典
の

翻
訳
を
通
じ
て
、
ド
イ
ツ
初
期
務
蒙
主
義
運
動
や
、
シ
ノ
ロ
ジ
!
に

影
響
を
与
え
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
ヱ
ハ
五
一
年
八
月
に
、
ベ
ル
ギ

ー
の
ヘ
ス
ト
ル
ッ
ド
に
生
ま
れ
、
一
九
歳
で
ト
ゥ
ル
ネ
の
イ
エ
ズ
ス

会
の
修
道
院
に
入
り
、
青
年
時
代
、
自
然
科
学
や
人
文
諸
科
学
に
も

関
心
を
懐
き
、
多
く
の
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
詩
文
、
戯
曲
論
を
著
し
た
。

七
年
間
、
ベ
ル
ギ
ー
で
文
学
・
修
辞
学
を
教
授
。
そ
の
後
東
ア
ジ
ア

宣
教
を
志
し
、
一
六
八
五
年
、
マ
カ
オ
到
着
後
、
江
南
、
准
安
、
江

西
、
福
島
、
建
問
問
、
南
豊
な
ど
の
地
に
宣
教
地
域
を
広
げ
る
。
一
七

O
二
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
赴
き
、
典
礼
論
争
に
関
し
て
、
ソ
ル
ボ
ン

ヌ
大
学
神
学
部
か
ら
指
、
弾
さ
れ
て
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
弁
護
活
動
を

儒
教
古
典
(
司
孟
子
b

を
含
む

ナ
』
)
の
訳
書
明
中
華
帝
留
の
六
古
典
h

士
一
五
回
(
周
年
}
な
ど
の
著
作
を
出
版
。

の
世
を
去
っ
て
い
る
。

ノ
エ
ル
は
こ
の
よ
う
に
問
中
華
帝
国
の
六
古
典
』
と
間
一
時
期
に
、

「
神
」
論
、

4
3
論
、
「
中
霞
道
徳
」
論
の
一
一
一
部
構
成
よ
り
な
る
町
中

国
哲
学
三
論
h

を
著
し
て
い
た
。
ノ
ヱ
ル
の
中
国
鬼
神
論
解
明
へ
の

意
気
込
み
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
明
中
華
帝
国
の
六
古
典
加
と
異
な
り
、

『
中
国
哲
学
三
論
』
は
多
く
の
中
国
の
論
著
や
経
書
を
引
用
し
、
ま

こ
う
か
ん
さ
い
せ
い

た
朱
子
、
黄
斡
、
禁
清
、
張
問
問
正
等
著
名
な
知
識
人
の
実
名
と
そ
の

説
を
提
訴
し
て
い
る
。
ま
た
明
文
献
通
考
』
、
明
大
明
会
典
h

、
明
朱
子

家
礼
』
、
向
性
理
大
全
』
、
『
図
書
問
曲
家
引
b

等
々
を
引
誌
と
し
、
中
国
古

典
の
霊
魂
論
の
み
な
ら
ず
、
ノ
エ
ル
在
難
時
期
の
明
1
清
代
の
霊
魂

観
に
も
広
く
目
配
り
し
て
い
た
。
ノ
エ
ル
は
哲
学
・
自
然
学
に
も
造

誇
深
く
、
そ
う
し
た
視
点
か
ら
も
鋭
い
観
察
を
行
っ
て
い
た
。

明
中
国
哲
学
一
一
一
論
匂
に
お
い
て
は
キ
リ
ス
ト
教
的
観
点
か
ら
の
中

留
哲
学
や
霊
魂
論
に
対
す
る
褒
援
、
当
否
等
の
評
締
付
け
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
そ
の
当
時
の
中
留
の
霊
魂
観
が
透
け
て
見
え

て
来
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
以
下
で
は
そ
う
し
た
中
間
近
世
鬼
神
論

と
ノ
エ
ル
の
解
釈
を
比
較
対
比
し
考
察
し
て
ゆ
く
。

ハ行
w

つ。
w七

七
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古
代
の
霊
魂
説
i

死
後
生
の
実
在
i
i

ノ

ヱ

ル

は

第

二

論

文

「

死

者

に

対

す

る

中

麗

人
の
祭
儀

0
2
2
5
3
5の
に
つ
い
て
」
で
中
国
の
霊
魂
綴
に
は
変

遷
が
あ
る
と
指
捕
す
る
。

は
じ
め
に
吉
代
の
中
間
の
霊
魂
綴
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ

る。

わ
た
し
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
答
え

は
わ
れ
わ
れ
〔
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
〕

て
古
代
中
国
人

に
お
け
る
霊
魂
の
不
死

〉三
5
2
-
5
5
2，

E
一一
g
め
を
し
…
信
じ
て
い
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
の
な
ぜ
な
ら
古
代
人
と
彼
ら
の
古
典
、
は
、
帝
国
の
殿
王

抑
制
と
間
王
抑
制
の
多
く
の
君
主
が
、
死
後
、
天

3
5
5
に
実
症

(
4
}

ぶ
ん
の
う

す
る
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
と
。
死
せ
る
君
主
文
王
は

つ
ね
に
天
の
最
高
位
の
、
モ

g門

)
3
5
5
0
m
m
v一二一
)
0
3百
c
m
の
も

(5) 

と
に
侍
立
す
る
。
人
は
死
ね
ば
、
二
度
と
一
民
ら
ぬ
は
る
か
彼
方

(
日
}

に
上
昇
し
、
旅
立
っ
て
ゆ
く
の
そ
し
て
他
の
向
様
な
話
、
が
あ
る
。

だ
か
ら
吉
代
中
間
人
は
、
死
体
ほ
、
霊
魂
が
存
続
す
る

U
2
6
ω
0
2
3号
、
つ
ま
り
不
死
で
あ
る
こ
と
に
賛
同
し
て
い
た

州
司
刻
刻
。
そ
の
こ
と
は
彼
ら
が
謂
制
似
料
出
判
制
減
叶
討
叶

て
何
も
諮
ら
な
い
こ
と
か
ら
も
確
証
さ
れ
る
。
し
か
し
、
た
と

え
こ
れ
ら
の
審
物
が
(
す
で
に
兇
た
と
お
り
、
)
若
干

が
天
に
実
在
す
る
と
述
べ
て
い
る
と
し
て
も
、
肉
体
か
ら
離
れ

で
た
霊
魂
の
〔
赴
く
)
た
し
か
な
場
所
に
つ
い
て
、
古
代
中
国

人
は
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
後
ら

は
〔
死
者
に
〕
慰
霊
の
犠
式
を
行
う
際
‘
自
分
ら
は
、
ど
ζ

に

霊

m
X
号
-
7
5も
す
な
わ
ち
死
者
の
霊
魂
が
あ
る
の
か
分
ら
な
い

と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
:
:
:
(
第
二
論
文
第
三
章
質
問

問
第
二
第
「
中
国
人
に
お
け
る
霊
魂
き

gm
の
死
後
の
状
態

に
つ
い
て
」
)

ノ
エ
ル
は
妄
閉
経
h

や
司
諮
問
経
』
の
原
文
や
、
、
注
釈
の
参
照
を
指
示

し
つ
つ
、
中
鼠
古
代
に
お
い
て
は
死
後
生
の
実
在
、
霊
魂
の
不
滅
、

ま
た
天
な
る
至
高
者
、
が
信
じ
ら
れ
て
い
た
と
、
主
張
し
て
い
る
。
た
だ
、

ノ
エ
ル
は
、
古
代
の
中
騒
人
は
娘
一
世
識
が
存
在
す
る
具
体
的
場
所
に
つ

い
て
は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
も
付
言

L
て
い
る
。

(56) 

四

近
世
の
霊
魂
説

他
方
、
ノ
ヱ
ル

府
民
し
て
し
ま
っ

の
中
国
に
お
い
て
は
、
霊
魂
観
が
変

わ
た

て
い
る

寸
現
代
の
中
間
人

i
少
な
く
と
も
部
分

わ
れ
わ
れ
〔
車
、

sage-ι

ロ
ッ
パ
人
〕
に
お
け
る
霊
魂
の

つ
い
て
、
者
代
中
間
人
と
は
別
な
か
た
ち
で
感
じ
て
お

出
掛
滅
引
引
か
、
制
叫
斗
ベ
到

ハ可
J

h
口



に
肉
体
を
力
づ
け
て
き
た
限
り
で
の
活
力
三
治
三
三

2
3立
芸

が
、
肉
体
と
一
一
緒
に
死
滅
す
る
も
の
と
納
得
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
理
性
問
f
E
C
(
す
な
わ
ち
中
間
入

に
と
っ
て
は
天
か
ら
人
間
に
投
入
さ
れ
た
理
性
的
能
力

へ
7
}

2
2
1
2
3
t
o
gま
)
は
、

i

中
間
人
が
一
一
一
一
守
っ
と
こ
ろ
で
は

i

そ
れ
自
体
唯
一
な
も
の
で
あ
っ
て
、
結
合
に
よ
っ
て
も
、
分

散
に
よ
っ
て
も
説
明
し
得
な
い
何
ら
か
の
繊
細
な
も
の

さ
汀
丘
一
の
で
あ
り
、
暗
殺
魂
が
死
滅
し
た
り
破
壊
さ
れ
た
り
す
る

副
司
寸
寸
制
川
制
川
利
引
凶
刻
材
料
引
か
ら
で
あ
る
。
(
問
右
)

は
じ
め
に
霊
魂
が
そ
れ
と
被
合
し
て
い
る
肉
体
の
死
と
と
も
に
消
滅

す
る
と
の
見
方
が
あ
る
こ
と
を
指
揺
す
る
。
た
だ
他
方
、
活
力
こ
そ

消
散
す
る
と
し
て
も
理
性
的
霊
魂
は
永
続
す
る
、
と
吋
認
め
る
者
、
が
い

る
こ
と
も
確
認
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
消
散
す
る
肉
体
紙
活
能
力
と

は
、
鬼
神
の
「
細
川
」
を
指
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
死
後
存
続
す

る
斑
性
的
霊
魂
と
は
、
「
魂
」
の
働
き
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
解
釈
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
雰
議
観
に
で
き
る
だ
け
抵
触
さ
せ

な
い
よ
う
に
と
の
配
厳
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

五

霊
魂
消
散
!
程
子
説
i

そ
れ
で
は
つ
ぎ
に
見
る
程
子
の
「
魂
」
に
関
す
る
解
釈
は
ど
う
で

あ
ろ
う
。

理
大
全
b

cczc「
の
さ
5

〉
口
一
円
出
向
凶

巻

手皇
子

八
、
第
一
節
〕
で
、

こ
の
よ
う
に
(
述
べ
て
い
る
J

ず}ん

ぎ

g
P
E、
「
場
」
)
は
生
成
の
(
霊
魂
〕
、

れ
た
人
間
の
生
命
力

Z
g宮
古
宮

HHost

と
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
〔
霊
魂
〕
は

す
な
わ
ち
消
滅
す
る
。
こ
の
霊
魂
が
、
天
に
帰
る
と

一
言
わ
れ
る
場
合
、
そ
れ
は
語
調
刑
制
域
1
寸
制
対
引
剣
樹
引
制

斗
出
制
嵐
附

U
寸
川
引
制
」
。
(
第
二
論
文
第
一
一
一
章
質
問
問
第
二
節

注
解
)

こ
れ
は
明
性
理
大
A
k
h

所
引
の
穂
子
の
一
一
一
一
口
に
依
拠
し
て
い
る
。

様
子
日
く
。
:
:
:
謝
針
欄
縄
出
調
引
。
其
れ
死
や
、
塊
は
天

に
掃
し
て
、
制
樹
利
引
州
溺
刻
例
。
(
『
性
理
大
全
h

巻
二
八
、

鬼
神
、
人
に
在
的
ツ
て
は
鬼
神
は
精
・
神
、
魂
・
線
を
兼
ぬ
る
を

論
ず
)

こ
れ
は
お
そ
ら
く
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
恐
る
べ
き
ニ
一
自
明
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
霊
魂
(
境
〕
が
天
に
昇
る
こ
と
と
は
畢
寛
、
生
命

力
の
消
散
に
外
な
ら
な
い
と
い
う
の
だ
か
ら
。
た
だ
程
子
に
と
っ
て

は
不
断
の
生
成
の
理
と
密
接
不
可
分
な
陰
陽
の
霊
妙
な
作
用
と
し
て

の
鬼
神
と
い
う
解
釈
を
と
っ
て
い
た
以
上
、
自
己
向
一
的
実
体
と
し

て
の
「
霊
」
は
存
在
の
余
地
、
が
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
ろ
う
が
。

死
す
る
、

(57) 



切.._
/¥， 

ア
ウ
ラ
と
理
性
j
朱
子
の
理
気
説
!

こ
う
し
た
穏
子
の
極
度
な
合
理
的
解
釈
を
提
示
し
た
あ
と
で
、
穏

健
な
解
説
と
し
て
朱
子
の
「
理
」
に
よ
る
説
明
に
、
よ
り
妥
当
な
霊

魂
観
を
認
め
よ
う
と
試
み
て
い
る
の
す
な
わ
ち
「
ア
ウ
ラ
」
に
お
け

る
積
機
的
な
も
の
に
物
理
的
運
動
を
超
え
る
も
の
の
可
能
性
を
見
ょ

う
と
す
る
の
で
あ
る
。

同

じ

こ

と

〔

朱

子

〕

の

ケ

C
E
が
こ
の
よ
う
に
〔
述

べ
て
い
る
。
〕
「
人
間
が
死
ぬ
場
合
、
熱
い
空
気

g
Z
5
2「、

す
な
わ
ち
生
命
を
与
え
る
ア
ウ
ラ
〔
気
患
・
光
輝
・
オ
!
ラ
〕

2
5
ぐ

2
5
3
5
は
高
く
よ
方
に
離
脱
す
る

2
2
C
5
2
x

ニ

ん

の

ほ

が
、
そ
れ
は
ま
た
霊
魂
が
上
昇
す
る
〔
「
魂
、
升
る
」
〕
〉
三

g
m

m
お
の
の
コ
江
口
と
一
一
一
一
口
わ
れ
る
。
下
半
身
が
徐
々
に
冷
え
は
じ
め
る

が
、
そ
れ
は
援
体
が
下
慨
す
る
(
「
腕
、
降
る
」
〕

O
m三
2
6「

弘

2
2コ
江
戸
と
も
一
一
一
一
口
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
生
け
る

も
の
は
死
な
ね
ば
な
ら
ず
、
始
ま
る
も
の
は
終
わ
ら
ね
ば
な
ら

な
い
、
と
一
世
間
わ
れ
る
の
で
あ
る
の
リ
州

U
制
州
引
磁
闘
い
制
謝

す
る
も
の
は
、
空
気
認
ぺ
す
な
わ
ち
生
命
を
与
え
る
ア
ウ
ラ

寸
刻
刻
。
と
い
う
の
は
謝
倒
ベ
瑚
判
ぺ
謝
制
刈

d
引
引
は
開
制

る
も
の
は
、
生
命
的
な
、
す
な
わ
ち
生
命
を
与
え
る
ア
ウ
ラ
に

お
け
る
、
能
動
的
な
何
ら
か
の
繊
細
な
も
の
で
あ
り

山
り
つ

1
レ

て
凝
閤
す
る
も
の
で
は
な
い
理
性
は

i
l
i
l
i
-
-
L担吋
l

4

之
江
て
ま
ξ
カ
毛
て
ま
ξ

一
人
間
の
義
務

引
制
州
制
制
約
樹
倒
判
斜
計
門
叶
科
叶
て
分
上
」

制
似
出
割
引
出
引
出
引
制
引
引
間
引
は
総
司
っ
く
剥
ぺ
て
の
も
の

寸
用
創
出
掛
観
斗

d
-剥
倒
d
出
向
寸
刻
刻
1
劇
剛
山
判
寸

訂
以

1
d税
口
利
オ
廿
刻
説
明
記
利
衛
引
け
斜
計
制
判
例
。
(
第

二
論
文
第
三
章
質
鶴
間
第
二
節
控
解
。
)

こ
の
説
明
は
中
国
鬼
神
論
に
お
け
る
人
間
の
陰
陽
の
気
を
、
西
洋
に

お
け
る
、
人
間
の
発
す
る
光
輝
を
講
び
た
活
力
'
生
気
で
あ
り
、
死

後
に
散
ず
る
ア
ウ
ラ
と
い
う
西
洋
的
概
念
に
重
ね
合
わ
せ
つ
つ
、
ノ
そ

の
内
な
る
理
性
(
理
法
・
理
拠
〕
の
積
極
的
機
能
に
、
鵠
体
化
の
原

理
と
一
不
変
性
を
見
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
人
間
の
'
自

然
本
性
で
あ
る
と
ノ
ヱ
ル
は
と
ら
え
た
の
で
あ
る
。

Jア
ぐ

れ
自
{本

8，1で
ヴちi 百(:f:.

本I~'I 二
引の
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こ
う
し
た
理
解
も
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
も
の
で
な
く
、
朱
子
の
つ
ぎ

の
言
葉
に
依
拠
し
て
い
た
。



に
刻
る
べ
き
所
の
者
は
、
叫
ち
勝
れ
践
に
し
て
叫

民
-
p
i
l
l
i
-
-
4れ
l
i
l
-
-
4
1
1
l
i
l
i
-
-

し
か

環
・
散
を
以
て
一
一
一
一
問
う
汚
か
ら
ざ
る
な
り
。
然
る
に
人
、
死
す
れ

つ

い

い

え

ま

い

ま

ば
、
終
に
散
ず
る
に
帰
す
る
と
雄
、
ど
も
、
然
れ
ど
も
亦
た
未
だ

た

だ

っ

ゆ

え

か

ん

か

く

使
ち
に
散
じ
尽
く
さ
ざ
る
が
故
に
、
祭
配
に
感
格
の
躍
有
り
の

先
祖
の
世
次
逮
き
者
は
、
気
の
荷
・
無
は
知
る
可
か
ら
ず
っ
然

す

で

二

か

れ

れ
ど
も
祭
記
を
泰
、
ず
る
者
は
、
既
に
涯
れ
他
の
子
孫
な
れ
ば
、

ひ

っ

き

ょ

う

か

ん

つ

う

懸
賞
口
ハ
だ
是
れ
二
一
丸
に
し
て
、
感
通
の
潔
有
る
所
以
な
り
。

(
明
性
理
大
全
h

巻
二
八
、
鬼
神
、
人
に
在
り
て
は
、
鬼
神
は

か

(
H
H
)

精
・
神
、
魂
・
腕
を
兼
ぬ
る
こ
と
を
論
ず
)
。

こ

ん

の

ほ

死
亡
時
の
熱
気
の
ト
ば
升
を
「
魂
、
升
る
」
と
し
、
遺
体
が
下
方
か
ら

は

く

く

だ

冷
え
る
の
を
「
娘
、
降
る
」
た
め
と
し
て
、
気
の
集
散
が
現
象
と
し

て
の
生
死
の
実
相
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
気
そ
れ
自
体
に

は
、
個
人
と
し
て
の
人
間
の
永
続
性
を
保
証
す
る
も
の
は
見
い
だ
せ

な
い
。
た
だ
現
象
と
し
て
の
生
滅
の
棉
と
は
別
に
、
不
変
な
る

「
斑
」
が
実
在
す
る
。
そ
の
実
例
と
し
て
は
人
間
の
当
為
と
し
て
の

道
徳
律
、
が
あ
る
と
朱
子
は
説
く
。

朱
子
は
さ
ら
に
先
行
世
代
と
つ
ぎ
の
世
代
の
関
に
存
続
す
る
は
ず

の
照
応
も
不
変
の
実
例
だ
と
説
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
組
先
と
子
孫

と
の
祭
犯
に
お
け
る
「
感
応
の
理
」
で
あ
る
。
朱
子
は
そ
れ
が
「
永

遠
」
で
あ
る
と
ま
で
は
述
べ
な
い
も
の
の
、
子
孫
・
後
一
喬
の
永
続
の

う
ち
に
、
気
に
お
い
て
連
な
る
被
先
自
体
の
存
在
も
担
保
さ
れ
つ
づ

の

け
る
と
見
て
い
た
。

こ
の
点
に
関
し
て
ノ
エ
ル
は
黙
し
て
諮
ら
怠
い
。

七

死
後
に
お
け
る
霊
魂
再
集
結

i

鬼
神
永
続
の
も
う
一
つ
の
一
一
一
一
同
説
1

ノ
エ
ル
は
ま
た
現
代
中
国
人
の
う
ち
に
祭
記
に
お
け
る
魂
腕
の
再

に
霊
魂
の
永
遠
性
を
見
ょ
う
と
す
る
者
が
い
る
と
指
摘
す
る
。

わ
た
し
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
答
え
て
一
一
一
日
う
。
上
掲
の
問
問
題
二

節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
最
近
の
中
関
人
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
死

に
お
い
て
霊
魂
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
生
命
的
な
ア
ウ
ラ
、
す
な

わ
ち
活
力
が
消
滅
し
存
在
を
停
止
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
つ
、
ぎ

の
よ
う
に
見
当
外
れ
な
仕
方
で
〔
霊
魂
の
符
続
が
〕
-
考
察
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
霊
魂
が
〔
死
後
も
な
お
〕
依
然
と

し
て
鎖
倒
割
問
討
制
対
内
封
筒
寸
ベ
縦
割
引
制
出
別
、

さ
い

ま
た
祖
先
の
祭
儀

3
3
E
m
Fま
の
め
さ
5
3
5
1
「
祭
」
弓
ペ
と

一
炭
っ
て
く
る
の
か
ど
う
か
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
と

い
う
の
も
、
す
で
に
破
壊
さ
れ
休
止
し
て
し
ま
っ
た
も
の
が
、

ど
う
し
て
自
然
に
再
統
一
し
た
り
、
再
生
で
き
た
り
す
る
と
い

う
の
だ
ろ
う
か
。

(59) 

さ
い

こ
の
こ
と
〔
霊
魂
詩
集
結
〕
も
ま
た
中
国
の
識
者
〔
明
、
察

民
間
〕
が
つ
ぎ
の
通
り
明
確
に
否
定
し
て
い
る
。
「
両
親
や
指
先

の
生
命
的
な
ア
ウ
ラ
が
ひ
と
た
び
破
壊
さ
れ
た
り
、
生
命
が
分



た
び
た
び

散
し
た
あ
と
に
、
な
お
も
度
々
再
統
一
さ
れ
う
る
と
い

う
の
は
、
ま
っ
た
く
矛
盾
し
て
い
る
へ
と
。
(
第
二
論
文
第
一
一
一

家
第
五
節
「
分
散
し
た
霊
mwh)
一E
5
(宏
美
)
三
三
、
す
な
わ
ち

分
散
し
た
生
命
の
集
結

g
一定
2
5
に
つ
い
て
」
)

た
だ
察
情
の
発
一
一
一
一
ω
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
込
み
入
っ
て
お
り
、
こ
れ
ほ
ど

単
純
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
明
代
に
お
け
る
壮
大
な
宇
宙
論
的
背
景

を
も
っ
、
生
命
の
連
鎖
と
し
て
の
鬼
神
銀
の
一
典
型
が
う
か
が
え
る

の
で
あ
る
。

そ

っ

く

ま

っ

問
う
っ
入
、
其
の
孝
の
誠
を
致
し
、
以
て
箕
の
指
先
を
柁
る

は

た

き

た

う

に
、
果
し
て
説
先
の
来
り
て
こ
れ
を
事
く
る
事
有
ら
ん
や
。
日

つ
ま
び

く
の
一
一
一
日
い
難
き
な
り
。
先
儒
、
こ
れ
を
論
ず
る
こ
と
詳
ら
か
な

に

じ

か

わ

た

く

し

お

も

s
l
i
l
i
-
-ト「
lil--

る
に
似
た
り
の
然
れ
ど
も
態
、
以
為
え
ら
く
、
多
く
は
是
れ
子

I
l
l
i
t
-
-
-
l
j怜
1
1ド
i
l
i
-
-
1
l
i
l
i
-
-
i
l
l
-
i
I
l
l
i
t
-
-
i
l
i
a
1
6
6
1
1

孫
の
…
念
の
己
む
容
か
ら
ざ
る
の
心
を
主
と
し
て
、
建
れ
有
る

j
i
l
l
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
i
t
R
i
i
k
k
i
l
l七
k
i
l
l
i
-
-
l
i
l
l
-
rド

な
り
。
天
地
・
山
川
・
社
制
伎
の
類
い
の
如
き
は
、
生
気
、
万
古

4
り
シ
』

似
剖
司
i

斜
引
山
側
川
寸
割
引
制
1
対
側
瑚
寸
i

間
以
別
掲
封
切

い
Y
l
i
l
-
-
l
i
l
i
-
-
i
i
i
k比
t
i
l
i
-
-付
除
わ

i
L
Z
i
i付
Ftilia--lilia--ibk

夫
の
人
の
死
す
る
が
若
き
は
、
則
ち
魂
、
己
に
天
に
婦
し
、
娘
、

l
i
l
l
i
l
i
-
-
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
l
i
i
lゎ
silli--Idi--;istilt--

一
仁
に
捕
に
以
内
し
仕
す
ξ
に
州
出
し
て
い
向
く
ξ
お

り

…

た

む

議

い

ま

う

P
し

な

結
し
て
未
だ
散
ぜ
、
さ
る
の
魂
有
れ
ば
、
別
ち
以
て
妖
と
為
し

kkω
怖
い

i
l
-
-
!
i
l
i
l
i
-
-
Kい
わ

11ilzlあ
%
1
l
i
l
i
-
-
i

た

11111わ
佼

瞬
と
為
し
て
、
其
の
常
な
る
に
非
、
さ
る
な
り
の
惟
だ
其
の
伝

や円

引
制
刑
制
矧
凶

1
引
升
ぺ
側
関
州
新
は
例
制
舗
は
叫
廿
、
千
年

へ

万

い

え

な

こ

を
続
つ
る
と
雄
、
ど
も
、
議
お
賞
す
る
が
ご
と
し
。
此
れ
別
ち

理
の
疑
う
に
足
る
無
き
な
号
。
慢
だ
其
の
父
認
の
己
に
鮫
ぜ
る

つ

い

ま

あ

つ

い

わ

ゆ

ゆ

の
気
は
、
終
に
復
た
緊
ま
る
の
理
無
し
。
所
謂
る
設
け
る
者
は

き

た

す

な

わ

ク

/

な

〆

ゆ

え

ん

過
ぎ
、
来
る
者
は
続
く
は
、
乃
ち
天
地
の
化
を
為
す
所
以
な
り
。

額
リ
剥
州
国
同
観
世
到
倒
錯
1
対
出
斜
引
は
掛
川
ガ
朝
出
甘
劇

11111iillit--111ili--片
Fi--tili--iilili--ipiilili--111111

れ
ば
別
ち
是
れ
其
の
既
に
ャ
死
せ
る
の
気
、
犠
お
宇
宙
の
関
に

レ
F
i
k
p
i
l
i
j
i
i
j
i
j
i
i
i
i
i
J
i
iド
i
l
i
i
i
J
i
l
l
i
iト
i

t

諮
る

A

揮
す
ξ
こ
と
手
ξ
カ
こ
と
し
涜
う
し

τ守
護
江
潜
に
斗
吠

F

i
j
i
-
}
i
i
i
i
t
i
f
i
i
i
Lド
わ
ら
j
i
b
-
l
i
l
i
-
-

去
・
葬
弗
す
ξ
は

じ
y

た
走
、
引
這
単
一
江
安
了
前
う
し
て
官
民

割
弱
革
製
品
議
官
弘
?
司
副
割
引
制

円
出
)

めノ」

す
な
わ
ち
天
地
・
山
川
・
社
稜
等
じ
お
げ
る
生
気
は
永
遠
な
の
で
そ

れ
に
対
す
る
祭
詑
に
は
常
に
芯
感
が
あ
る
。
一
方
人
間
の
魂
線
に
関

し
て
は
、
子
々
孫
々
、
気
の
連
続
は
あ
り
は
す
る
が
、
所
詮
は
天
地

に
散
逸
す
る
の
で
あ
り
、
変
わ
ら
ず
凝
諦
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
そ
れ

は
「
妖
・
麗
」
で
あ
っ
て
、
異
常
事
態
で
あ
る
。
天
地
の
気
は
…
侶
…

常
・
不
断
に
継
起
・
一
朗
九
新
し
て
ゆ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
こ
そ

自
を
注
ぐ
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
ノ
エ
ル
は
「
偲
だ
其
の
父
視
の
己

に
散
ぜ
る
の
気
誌
、
経
に
復
た
緊
ま
る
の
理
無
し
」
の
解
釈
の
み
を

に
よ
る
理
気
の
宇
宙
観
に
深
入
り
し
て
い
な
い
。

命
力
の
裏
づ
け
と
し
て
の
気
の
概
念
を
仲
立
ち

仏
教
に
い
わ
ゆ
る
輪
廻
転
生
約
な
生
命
の
j
そ

の
棺
続
と
し
て
の
i

継
起
・
連
続
も
、

、、SF，，zハ
U

F
h
v
 

f
t
i

、、

他
方
、



あ
る
も
の
と
見
る
儒
家
の
枠
組
み
を
も
超
え
た
解
釈
を
提
出
し
て
い

た
。
し
か
し
な
が
ら
ノ
エ
ル
は
ヨ

i
口
ッ
パ
人
の
嫌
疑
を
避
け
て
か
、

こ
の
点
に
関
し
て
は
コ
メ
ン
ト
を
差
し
控
え
て
い
る
。

J'¥ 

祖
先
i

子
孫
間
の
ア
ウ
ラ
の
共
鳴

ノ
エ
ル
は
ま
た
、
中
間
に
お
け
る
死
者
・
生
者
の
共
拒
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。

ま
た
他
の
者
〔
朱
子
〕
は
こ
う
述
べ
る
。
の
儀
式
を

行
う
者
が
、
そ
れ
ら
(
死
者
)
の
子
孫
で
あ
れ
ば
、
た
し
か
に

同
一
の
撃
に
P
5
E
O
B心
coω
立
5
5、
あ
る
い
は
間
一
の
生

命
的
な
ア
ウ
ラ
が
彼
ら
と
と
も
に
存
在
し
て
い
る
、
(
す
な
わ

ち
、
制
叫
州
引
制
州
叫
組
問
ぺ
樹
網
叫
|
割
判
剖
倒
叫
到
制

引
制
引
寸
別
問
削
引
叫
同
引
町
川
引
引
引
別
刷
出
引
を
も
っ
て
い
る
)

の
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
斜
週
釧
溺
劉
ベ
刻
似
刈
川
引
出
引
引
利
引
引
引

例
割
引
叫
利
寸
川
針
。
し
か
し
分
散
し
た
も
の
は
、
新
た
に
収

集
さ
れ
た
り
再
統
一
さ
れ
た
り
は
し
な
(
川
」
。
(
第
一
一
一
章
第
五
節
)

こ
れ
は
「
同
一
の
霊
」
「
向
…
の
生
命
的
な
ア
ウ
ラ
ヘ
す
な
わ
ち
同

類
の
「
気
」
を
介
し
て
の
祖
先
!
子
孫
の
感
通
で
あ
る
。
ノ
エ
ル
は

こ
こ
で
期
せ
ず
し
て
、
「
気
」
を
媒
八
パ
と
す
る
生
命
の
延
長
・
継
続

の
可
能
性
を
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
ノ
エ
ル
は
、
消
散
し
た
ア
ウ
ラ
が
、
祭
認
に
お
い
て
再
集

霊
魂
、
あ
る
い
は
生
命
的
な
ア
ウ
ラ
が

人
間
の
死
に
お
い
て
消
滅
し
休
止
す
る
と
し
て
も
、
消
失
す
る

際
、
開
問
ベ
例
制
刈
材
対
封
税
制
廿
樹
南
ベ
遡
絹
川
叶
謝
矧

寸
刻
斗
引
引
ポ
引
引
判
引
引
副
引
引
制
日
目
別
に
分
解
さ
れ
、
ま
た

そ
の
後
、
慰
霊
の
儀
式
を
行
う
者
と
死
者
の
空
気
〔
「
気
乙
、

あ
る
い
は
撃
を
去
に
∞
と
の
間
に
存
在
す
る
封
劇
ベ
耕
輔
ぺ

刻
樹
可
制
溺
割
引
出
引
引
自
国
別
に
よ
っ
て
、
こ
れ

(
「
気
」
〕
が
再
び
鎖
絹
ぺ
矧
純
ベ
討
判
、
慰
霊
の
儀
式
、
「
祭
」

へ
と
、
そ
れ
自
体
、
近
づ
い
て
く
る
の
だ
、
と
。
(
問
問
右
)

お
と
ず
れ

こ
う
し
た
祭
認
の
場
へ
の
来
格
、
死
者
i
生
者
の
共
感
の
可
能
性
に

関
す
る
説
明
は
、
開
制
・
清
代
に
お
い
て
は
「
常
識
」
で
あ
っ
た
ろ
う
。

し
か
し
ノ
エ
ル
は
こ
の
「
常
識
」
を
軽
く
一
織
す
る
。

こ
の
剣
引
ぺ
剖
共
感
的
運
動
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
形

象

2
m
s
z
z
s
と
表
象
像
写

mF三
25mwiこ
れ
〔
の
概
念
)

は
中
留
警
に
は
存
在
し
な
い

i
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
除
い
て
、

〔
そ
れ
は
〕
は
じ
め
の
間
四
第
二
節
で
す
で
に
-
誌
明
済
み
で
あ

る
と
言
お
う
。
中
富
人
(
『
性
理
大
金
』
の
朱
子
説
)
に
よ
れ
ば
、

霊
魂
は
死
後
、
飼
料
ぺ
側
関
川
判
官
封
対
副
官
制
額
制
揺
剣

つ
剣
斗
山
認
出

υ出
例
制
矧

U
出
引
引
引
司
出
制
創
刊
と
い
う
。

(
同
右
)

(61) 



祖
先
と
の
笑
う
べ
き
「
共
感
」
は
、
結
局
子
孫
の
知
に
お
い
て
想

起
・
再
構
成
さ
れ
た
亡
き
人
の
詔
影
・
表
象
に
す
ぎ
な
い
と
一
一
一
一
口
う
。

死
者
は
や
っ
て
は
来
な
い
の
だ
。
ノ
ヱ
ル
は
朱
子
を
引
き
、
霊
の
非

質
料
性
を
揚
一
一
一
一
閃
す
る
。
こ
れ
は
前
掲
の
「
夫
れ
潔
・
散
す
る
者
は
気

な
り
。
理
の
若
き
は
刻
ち
口
ハ
だ
気
の
上
に
在
り
て
泊
り
、
初
め
よ
り

是
れ
凝
結
し
て
自
ら
…
物
と
為
ら
ず
っ
」
に
対
応
す
る
。
こ
れ
も
断

章
取
義
的
解
釈
で
あ
る
。

ノ
エ
ル
は
総
括
的
に
、
よ
り
「
合
理
的
」
な
鬼
神
解
釈
を
提
出
す

る
。
す
な
わ
ち
死
者
と
生
者
と
の
「
関
係
性
」
で
あ
る
。

さ
ら
に
一
言
お
う
。
中
間
人
は
慰
霊
の
儀
式
〔
祭
〕
を
行
う
者

と
、
死
者
と
の
間
の
共
感
で
は
な
く
間
側
矧
イ
引
引
引
を
、
王

張
す
る
。
す
な
わ
ち
生
き
て
い
る
引
側
側
矧
綱
引
制
剣
制
制
対

ウ
ラ
、
あ
る
い
は
生
命
と
、
死
せ
る
祖
先
の
休
止
し
た
生
命
的

対
引
っ
刻
創
刊
凶
到
制
開
制
剤
閣
官
例
制

d
J両
新
聞
割

関
係
性
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
の
ま
た
子
孫
は
自
分
の
生
命
的

ア
ウ
ラ
、
あ
る
い
は
視
先
か
ら
受
け
取
っ
た
生
命
的
霊

判
別
引
川
叫
引
出
引
叶
創
銅
絹
U
1樹
矧
は
掛
川
台
亡
き
祖
先
の

休
止
し
た
生
命
的
ア
ウ
ラ
、
あ
る
い
は
生
命
を
想
起
す
る
と
き
、

亡
き
組
先
の
生
命
的
ア
ウ
う
と
の
交
わ
り
〔
交
渉
〕

8
5
5
c
E
2
5
E
を
も
っ
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
(
第
四
間
第
二

(

川

け

}

節
第
七
番
吋
で
述
べ
た
よ
う
に
)
祖
先
の
生
命
的
ア
ウ
ラ
の

原
因
と
の
交
わ
り
を
も
っ
と
一
一
一
一
口
わ
れ
る
。
そ
の
と
き
ま
た
、
福

先
の
生
命
的
ア
ウ
ラ
が
集
結
さ
れ
る
、
と
一
一
一
一
口
わ
れ
る
。
す
な
わ

ち
一
一
一
一
一
口
で
い
え
ば
、
間
じ
根
源
〔
家
系
〕
主
{
H
J

ま
に
由
来
す
る

子
孫
が
同
時
に
集
め
ら
れ
、
剖
剣
制
調
報
創
製
絹
U
1嬬
矧
同

l

i

l

i

-

-

i

l

-

-

詰
)

お
い
て
亡
き
掻
先
を
想
起
す
る
、
と
い
う
ζ

と
で
あ
る
。
(
陪
右
)

す
な
わ
ち
子
努
が
祖
先
を
祭
る
の
は
、
自
己
と
亡
き
者
と
の
間
に
し

か
る
べ
き
、
…
定
の
関
掠
性
、
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ノ
エ
ル
が
注
に

な

ゆ

え

ん

か

っ

挙
げ
る
黄
斡
の
一
一
一
一
口
で
法
「
祖
考
の
気
と
為
る
所
以
は
、
未
だ
嘗
て
天

ゆ
き
わ
た
る

地
の
問
問
に
流
行
せ
帆
さ
る
こ
と
あ
ら
ず
。
祖
考
の
精
神
拭
亡
申
す
る
と
難

ど
も
、
部
れ
ど
も
吾
が
受
く
る
所
の
精
神
は
、
部
ち
祖
考
の
精
神
な

り
。
卦
州
樹
新
判
別
弼
引
制
叫
樹
梢
針
凶
ち
U
寸
樹
新
制
苅
出
制
州

制
刑
判
制
対
対
副
」
に
該
当
す
る
。
宋
学
的
文
脈
か
ら
見
れ
ば
、
同

し
か
る
ゆ
え
ん

類
の

J
mご
を
も
っ
子
孫
i
裡
先
間
の
「
所
以
然
の
故
」
と
し
て
の

「
理
」
を
、
し
か
る
べ
き
「
関
係
性
」
と
見
た
の
で
あ
る
。
彼
は
両

者
間
の
交
流
を
生
命
の
ア
ウ
ラ
と
の
交
流
と
見
た
。
し
か
し
ノ
エ
ル

は
、
そ
の
実
は
子
孫
が
霊
魂
を
集
中
さ
せ
て
、
心
の
う
ち
に
祖
先
の

面
影
を
想
起
す
る
こ
と
な
の
だ
、
と
解
説
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
ノ
エ
ル
の
説
明
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
ぎ
り
、
ぎ

で
き
解
釈
で
あ
っ
た
ろ
う
。
宋
明
盟
学
の
鬼
神
観
に

い
も
の
は
こ
れ
を
遂
げ
つ
つ
、
そ
の
合
理
的
解

っ
た
解
説
を
行
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
そ

対
し
、

級
制
引

1
い

(62) 



の
紹
介
は
、
中
間
質
学
の
立
場
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
的

枠
組
か
ら
の
、
怠
意
的
裁
断
に
過
、
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
そ
の
翻

訳
は
、
個
人
的
生
命
の
永
遠
性
を
超
え
た
、
中
間
杯
出
学
に
お
け
る
生

命
の
空
間
判
的
連
続
性
・
時
間
的
永
続
性
の
可
能
性
を
、
被
先
祭
犯
の

ケ

i
ス
を
通
し
て
筒
抜
的
に
啓
蒙
主
義
の
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

注
(
1
)
ノ

エ

ル

に

つ

い

て

は

拙

著

の

間

選

i

近
代
啓
蒙
へ
の
道

i
h
(人
文
書
段
、
二

O
O九
)
、
第
二
部
「
ノ
エ
ル
明
中
筆
者
留
の

六
宙
典
h

の
儒
教
倫
理
称
揚
」
参
照
。

(2)
前
掲
拙
著
序
章
参
照
。

(3)
開
布
。

(
A
T
)

ノ
エ
ル
は
対
応
す
る
柱
で
、
以
下
の
経
常
帯
や
注
釈
の
文
章
を
参
照

す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
「
下
〔
「
文
」
〕
武
維
局
、
世
有
哲
王
。

三
后
花
天
、
王
配
子
京
」
(
明
詩
経
』
大
雅
、
下
武
)
「
一
一
…
后
、
大
玉
、

主
季
、
文
王
也
。
夜
夫
、
鋭
没
而
其
精
神
上
与
天
ム
口
也
」
(
朱
子

『
詩
経
集
註
』
大
雅
、
下
武
)
、
「
蕊
殿
多
先
哲
王
在
天
」
(
明
書
経
』

さ
い

L
A

「
召
諮
」
)
、
「
殿
先
哲
王
、
其
精
爽
症
天
」
(
察
沈
集
伝
『
害
経
集

…託
b

「
召
詰
」
)
。

(
5
)
ノ
エ
ル
設
は

2
一
一
則
経
』
大
雄
、
文
支
の
「
文
王
捗
降
、
在
帝
左
お

の
文
を
参
照
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

(6)
ノ
エ
ル
設
は
つ
、
ぎ
の
文
章
を
拠
り
所
と
し
て
あ
、
げ
る
。
「
告
喪
、

「
品
開
礼
下
へ
ま
た

rt記
大
金
』
に
引
か

の

y
z
g
c
F出
記
築
説
h

の
註
「
謝
側
犠
漢
欝
称

り
之
行
、
去
声
、
凶
域
制
調
判
持
制
間
対
伺
悩
」
。

を
ノ
エ
ル
は

5
2
3
c
g
一
げ
の
「
と
訳
す
。

(
7
〉
之
讃
性
」
(
『
中
庸
章
句
h

第
一
章
)
。
朱
子
は
コ
火
命
」
を

統
一
と
し
て
の
「
理
」
と
し
、
「
性
」
を
究
極
的
に
は
そ
こ
に
根
拠

を
も
っ
人
・
物
各
位
絡
に
分
有
さ
れ
た
躍
と
晃
な
し
た
。
ノ
エ
ル
は

こ
こ
で
、
主
要
な
人
間
本
性
を
「
理
性
的
能
力
」
、
あ
る
い
は
簡
裁
に

「
理
性
」
と
限
定
的
に
理
解
し
た
。
そ
の
点
で
ノ
エ
ル
は
朱
子
性
理

説
の
宇
市
論
的
側
面
を
黙
殺
し
て
い
る
。

(
8
)
「
程
子
日
O
i
-
-
魂
謂
精
魂
。
其
死
也
、
調
銅
剣
苅
1
減
税

a
F

(
明
性
理
大
全
』
巻
二
八
、
鬼
神
、
論
恋
人
鬼
神
兼
精
神
魂
鍛
)
。

(
9
)
中
留
に
お
け
る

J
5
の
説
明
と
し
て
は
、
ノ
エ
ル
以
前
の
宣
教

師
が
、
形
相
を
も
た
な
い
限
り
何
も
の
で
も
な
い
受
動
的
・
情
性
的

物
質
と
比
定
し
た
解
釈
に
く
ら
べ
て
、
そ
の
生
成
へ
の
自
発
性
・
能

動
性
を
見
た
点
で
、
よ
り
妥
当
で
あ
る
。

(
凶
)
こ
れ
は
誤
訳
で
あ
る
か
、
意
図
的
な
読
み
替
え
で
あ
る
。
原
-
文
を

訳
せ
ば
「
理
の
よ
う
な
も
の
は
た
だ
気
に
と
ど
ま
る
も
の
な
の
で
あ

っ
て
、
は
じ
め
か
ら
凝
結
し
て
一
つ
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
(
「
若
理
財
只
泊
夜
気
上
、
初
不
是
凝
結
白
為
一
物
」
ご
と

な
り
、
朱
子
に
と
っ
て
理
は
特
定
の
気
と
緊
密
・
不
可
分
な
相
関
概

念
で
あ
っ
た
っ
他
方
ノ
ヱ
ル
は
こ
こ
で
は
「
理
」
を
、
死
後
に
肉
体

か
ら
離
在
し
う
る
キ
リ
ス
ト
教
神
学
的
な
「
理
性
的
霊
場
」
と
見
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
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(
日
)
:
・
:
・
人
将
死
時
、
熱
気
上
出
、
所
諸
説
升
也
。
下
体

漸
冷
、
所
謂
腕
持
也
。
此
所
以
有
生
必
有
死
、
有
始
必
有
終
世
。
夫

衆
散
者
気
也
。
若
理
財
口
ハ
治
症
気
上
、
初
不
是
凝
結
自
為
…
物
。
侵

入
分
上
一
助
合
当
然
者
、
使
是
媛
、
不
可
以
緊
散
一
一
一
一
口
也
。
然
人
死
、
雄

終
帰
於
敬
、
然
亦
未
便
数
尽
、
故
祭
詔
痛
感
格
之
理
。
先
祖
世
次
遠

者
、
気
之
有
無
不
可
知
。
然
奉
祭
犯
者
、
既
是
他
子
孫
、
翠
寛
口
ハ
差

一
気
所
以
有
感
通
之
理
」
。
(
同
性
理
大
全
』
巻
二
八
、
鬼
神
、
論
在

人
鬼
神
兼
精
神
魂
瞬
て
こ
れ
は
明
朱
子
語
類
』
(
巻
一
一
一
、
鬼
神
)
に

し

か

す

で

も
と
づ
く
。
た
だ
し
こ
の
文
の
後
ろ
に
は
「
然
れ
ど
も
己
に
数
ぜ
る

ま

あ

っ

者
は
復
た
潔
ま
ら
ず
(
然
己
散
者
不
復
潔
)
」
の
語
、
が
つ
づ
き
、
ノ

エ
ル
が
こ
こ
で
訳
を
止
め
る
の
は
や
や
作
為
的
に
見
え
る
。

(
ロ
)
「
問
。
人
銭
其
孝
誠
、
以
記
其
姐
先
、
果
有
祖
先
来
事
之
事
乎
。

日
。
難
一
一
一
一
口
也
。
先
儒
論
之
似
詳
突
。
然
態
以
為
、
多
是
主
於
子
孫
一

念
不
容
己
之
、
心
、
市
街
是
也
。
如
天
地
山
川
社
穣
之
類
、
生
気
万
古

不
化
、
槌
祭
記
事
、
其
斑
関
真
。
若
夫
人
死
、
別
魂
己
帰
天
、
腕
己

錦
地
、
腿
化
而
尽
突
。
一
中
旬
凝
結
未
散
之
魂
、
財
以
為
妖
為
属
、
府

非
其
常
発
。
惟
其
所
信
之
気
、
在
於
子
子
孫
孫
之
身
者
、
難
問
削
千
年
、

部
稿
一
賞
。
此
則
斑
之
無
足
一
疑
突
。
但
其
父
抱
己
散
之
気
、
終
無
復

探
之
態
。
一
附
誤
殺
者
過
、
来
者
続
、
乃
所
以
為
天
地
之
化
世
。
若
其

己
散
之
気
、
又
随
祭
事
前
紫
、
別
是
茸
(
既
死
之
気
、

街
之
問
、

「
祭
如
花
」
)

(
け

μ
〉
「
〔
先
視
世
次
遠
者
、
気
之
有
無
不
可
知
〕
然
奉
祭
配
者
、
既
是
抱

子
孫
、
翠
寛
只
是
一
気
所
以
有
感
通
之
理
。
黙
己
数
者
不
復
緊
」
。

(
『
性
理
大
全
h

巻
二
八
、
鬼
神
、
論
在
人
鬼
神
兼
精
神
魂
線
)

(
日
)
「
死
ん
で
長
い
年
月
の
後
に
、
父
祖
、
あ
る
い
は
祖
先
の
気
器
内
、

あ
る
い
域
生
命
的
ア
ウ
ラ
は
破
壊
さ
れ
る
と
し
て
も
)
そ
れ
で
も
錨

樹
似
封
制
制
対
材
利
剣
劇
時
パ
刷
版
刈
叶
釘
引
判
記
引
引
訂
釘
判
例

引
出
引
出
1
対
出
掛
1
制
引
刊
以
樹
烈
倒
鰯
寸
ベ
総
説
制
叫
サ
餅
パ
川

斗
可
制
叶
寸
斗
℃
傾
出

μ制
川
令
つ
い
で
、
た
と
え
父
識
の
生
命
の

完
全
な
形
象
宮
河
内

2
z
r、C
2
5
i
g⑦
名
mwozm
は
ノ
も
は
や
欝
ま
〆

っ
て
い
な
く
と
も
、
州
出

U
州
鎖
的
制
ォ
出
出
制
叫
娼
創
出
傾
斜
凶
刷
、

刈
倒
例
制
斜
叫
沼
封
制
限
樹
討
訟
判

d
矧
銭
司
掛
川
例
。
さ
て
今
村
川

剖

μ例
1
剣
削
綴
ォ
吋
i
例
制
掛
川
創
出
到
制
倒
矧
劇
制
掛
川
百

1
鎖

樹
州
出
剰
刺
内
科
升
出
額
制
劇
顕
叫
オ
川
社
材
対

U
例
刻
笥
出
出
引

引
判
例
と
き
、
〔
被
先

i
子
孫
の
〕
雨
対
側
側
側
封
制
制
対
別
封
州
制

制
川
引
引
引
引
判
寸
寸

1
d出
制
対
刑
制
樹
制
矧
射
割
引
オ
ぜ
ー
バ
制

吋
制
叫
剖
は
掛
ぃ
引
制
糾
叫
判
引
凶
割
引
叫
寸
刻
判
例
ヘ
ノ
エ
ル
誌
こ

の
訳
の
出
典
を

P
Zぴ
-

K

マ
ミ
号
、
色
S
N
W
V
災
対
詮
送
、
ミ
ミ
h
M
S
N
W

5
3・
mymwMe?
の
叱
ぎ
e

ワ
C
2
0吋

z
s
g
m
F
E
u

と
記
す
。
こ
れ
誌
明
桃
山

し

ん

ぎ

加
(
巻
二
八
、
鬼
神
、
被
考
・
神
被
を
祭
記
す
る
を
論
、
ず
)

そ

れ
る
つ
ぎ
の
恥
献
の
一
一
一
一
口
に
対
応
す
る
と
思
わ
れ
る
。
「
其
の

お

主

一

い

ま

や

す

こ

と

す

な

わ

及
ん
で
、
未
だ
格
し
易
か
ら
ざ
る
が
若
き
は
、
制
約

の
気
、
散
、
ず
と
蛾
ど
も
、
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以
て
し
て
話
考
の
気
と
為
る
所
以
と
交
わ
る
治
神
安
交
尉
ボ
利
域
1

j
i
l
i
l
i
-
-
i
l
i
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
l
i
-
-
l
l
i
l
i
a
-
-
l
i
j
i
-
-
ゎ
r
i
i

別
ち
洋
搾
然
と
し
て
其
の
上
に
殺
り
、
其
の
左
右
に
寄
る
は
、
護
し

1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
i
l
i
-
-
i
iめ
k
l
i
4
l
i
l
l
l
i
l
i
-
-
i
l
i
l
i
-
-
i
l

必
然
に
し
て
釦
川
き
能
わ
、
さ
る
者
の
有
れ
ば
な
り
(
「
及
其
競
月
既

速
、
若
未
易
格
、
別
組
考
之
気
雌
散
、
而
所
以
為
祖
考
之
気
、
未
嘗

不
流
行
於
天
地
之
問
。
抱
考
之
精
神
雌
亡
、
部
一
札
口
一
的
受
之
精
神
、
郎

被
考
之
精
神
。
以

γ

札
口
受
祖
考
之
精
神
、
市
交
於
一
昨
以
為
抱
考
之
気
。

神
気
交
感
、
別
洋
洋
然
痘
抵
(
土
、
在
其
左
右
者
、
議
有
必
然
、
部
不

能
無
者
」
)
。
訳
文
か
ら
す
る
と
祖
先
か
ら
受
け
取
っ
た
「
精
神
」
を
、

ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
、
ひ
い
て
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
形
而
上

学
』
に
お
け
る
形
相
に
比
べ
、
ま
た
祖
先
の
形
姿
を

3
m魂
論
』
に

ス
ベ
キ
ヱ
ス

7
T
ン
タ
ス
マ

見
ら
れ
る
よ
う
な
諸
事
物
か
ら
発
す
る
形
象
、
表
象
像
の
受
容
に
比

擬
す
る
こ
と
に
な
り
、
か
な
り
解
釈
的
な
意
訳
で
あ
り
、
特
定
の
観

点
か
ら
の
合
理
化
で
あ
る
。
気
を
媒
介
と
す
る
霊
と
の
交
渉
、
が
、
形

象
間
の
共
鳴
・
イ
メ
ー
ジ
の
想
起
に
嬢
小
化
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

ニ
う
さ

(
日
)
司
朱
子
家
礼
』
康
照
平
己
(
一
七

O
一
)
年
刊
本
が
引
か
れ
る
。

(65) 

付
記

本
稿
は
慶
路
義
説
大
学
一
一
一
一
口
語
文
化
研
究
所
三

O
一
0
年
度
公
開
講

座
「
天
・
神
々
・
祖
先
日
中
国
人
の
思
想
と
信
仰
」
で
の
講
演
に
も

と
づ
い
て
い
る
。
な
お
本
論
文
は
平
成
二
二
年
度
科
学
研
究
費
・
基

盤
研
究
(
C
)
「
西
洋
哲
学
に
お
け
る
宋
明
理
学
の
受
容
と
展
開
」
(
研

究
課
題
番
号
二
二
五
二

O
O四
回
)
の
助
成
を
受
け
た
研
究
r

成
果

で
あ
る

(
筑
波
大
学
)


